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不燃ごみに出されたスプレー缶


あるいは出し方を誤っているライターが原因です。


　正しい出し方で、安全な収集にご協力下さい。





ごみ収集車の


車両火災が多発しています!
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ごみ収集車両の


火災後の様子





【正しい出し方】








スプレー缶やライターの中身が残ったまま、ごみに出されると


収集車がごみを圧縮する際に出る火花が、スプレー缶やライ


ターの漏れたガスに引火し、火災になることが起きています。








●スプレー缶…必ず穴をあけ、スプレー缶だけを１つの袋に


　　　　　　　　　　入れて、資源の日に出します。


●ライター…ガスを使い切り、ライターだけを１つの袋に


　　　　　　　　入れて、不燃ごみの日に出します。











